
バングラデシュの森林施業

名村二郎
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1 森林の概況

パングラデシュの要存置国有林 (reserveand protected forests)の面積は， 約

1，335千 haで，国土面積の 9% を占めている。 この森林は，図 1のように，次の

3地12(に分れる。

① /Jj地林 (hillforest):混交フタパガキ林。

② 海岸林 (tidalforest) :マングロープ林

③ サノレ林 (salforest):内陸沙羅樹林

上記のうち， ①の山地林は同国東南部の通柄、 hilltruct地区に在り， アラカン山

系の最西側の支脈に分布する。この森林は熱帯モンスーン地帯の樹種 ・林相を有し，

面積は約 648千 haと言われている。これは，同国の用材供給源となっている。

次の②の海岸林は，問国南西部のベンカツレ湾に面したガンジス河口テソレタ地帯に

在る。この森林はマング ロープ林で，地元住民のための燃材供給源や自然環境と して

重要な機能をもっている。 商積は約 566千 haである。

最後の③のサノレ林は r沙羅双樹の花の色」で有名な sal:Shorea robustaが殆

んと下電林に近い林相で生育 しており，同国内陸部の薪炭材の供給源となっている。古

くからの伐採のために，径級の低下や商積の減少が心配されている。

以上の要存置国有林のほかに，未分類国有林地 (unclassedstate forests)が hill

truct地区に約 971千 haあり，その多くは焼畑耕作地かその跡地となっている。 ま

た，農家林あるいは非国有樹林地が全国に約 27千 haあるが， 資源的には価値が低

し、。

全国の人工造林地は，総面積で約 162千 haで，その 12.5%が 20年生以上， 41. 5 

%が 1l ~ 19 年生， 46%が 10年生以下とい う林齢構成になっている。 これら人工林

の所在は， その約 1/4が河口デノレタ地帯に在り， 他は内陸部および hilltruct地区

に在って，主としてチークと若干のジャノレーノレ (Lagerstroemiasρeαosa)等が植え

られている。なお，1974年以降は，チーク以外の有用広葉樹や早生樹種による人工造

林も行われている o

NAMURA， Jiro: Forest Management in Bangladesh 

海外林業コンサルタンツ協会

熱帯林業 No.7 (1986) 29 



子、

:J t. ¥戸-

/ 
A 一 向 AMSAG A同‘ 、 、
、時 ~. DI N"J~UR\ 、、司場、.¥ 

INDIA~;:; 

~.f w国土

f 
¥ 

、‘・・‘、

I N D I A 

h
F
Tト
l
l
i
n
H
1
1

ノ〈ーワール国有林

タンセン

地

ヨ
林

林

シ

有

有

一

国

国

園

工

類
置
都
川
公
リ

境

分

存

立

ク

国
未
要
首
河
国
リ

~一一一宮で
A

図 I 森林分布riSl

2. 森林の施業方法

前述の要存置国有林のうちの山地林および未分類国有林地に対する基本的な森林施

業の方針は，伐採利用後の森林を早生樹種および優良広葉樹種をもって改良していく

こと，海岸林のそれは，択伐改良伐採法 (selection-cum-improvementfelling sys-
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図-2 サングー・マタムリ国有林施業図

tem)によって取扱っていくこと，内陸サノレ林のそれは，蔚芽更新作業 (coppice)と

裸地への早生樹の植林を行っていくこととしている。

本稿では，上記の山地林，内陸サノレ林および海岸マングロープ林の森林施業を， こ

れら森林の施業案 (workingplan)の例をも って以下に説明することとする。

2-1 山地林の施業

山地林の森林施業の例として，サングー ・マタムリ (SANGU& MA T AMUHARI) 

国有林の施業案を紹介する。

同国有林は，図ー1に示すように， チッタゴンを州都とする hiIItruct地区の東南

端でかつ同国の最東南端に位置し， ビノレマのアラカン地区と国境を接している。ここ

の森林は前述のとおり熱帯モンスーン地帯の混交フタパカ、キ林を基本とする未開発天

然林である。この国有林は，海岸寄りのサングー)11と内陸側のマタムリ川が並行して

南から北へ流れ流域の上部を占めている(図ー2参照)。同国有林の総面積は約 124，600

haで，サングーと マタムリの 2つの伐採列区 (feIIingseries) に分けている(竹林

作業においては， さらに竹純林と竹混交林に分けている)。面積は各々 50，100ha:と

74，500 haである。林班数は各々 53と 58になっているo 同国有林の商業材(胸高

直径 35.56cm以上)の総蓄積は約 4，151千トン(サングーで 2，197千トン，マタム

リで 1，954千トン)と推定されている。 ha当たり蓄積でみると， 高木林の密生林分

では 346m' に達するが，面積的に多い疎開林分は 125~183 m3程度である。この天

然林の主要な構成樹種は，シピット (civit:Swintonia floribunda)，チャプラッシュ

(chaplash: Artocaγtus chaρlasha) ， ガージャン (garjan:Ditterocartus alatus 
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他)，および竹類である o

同国有林の施業案は， 旧く 1962年に原案が作成された。 これでは①改良作業級

(conversion working circle)， ②択伐改良作業級 (selection-cum-improvement

working circle)，③竹林作業級 (bambooworking circle)が分けられた。①の改

良期間は 100年とされた。

しかし 1965年の決定案では，作業仕組が大幅に変更され，① 重硬材 (hardwood 

timber)作業級，②軽軟材 (softwood timber)作業級，③竹林乃至竹混交林作業

級に分けられた。なお， この hardwoodと softwoodの用語は，広葉樹と針葉樹

の意味ではなく，いずれも広葉樹で，"iIい材と軟い材のJ音、味で使われている。この決

定施業案は 1967年ーから 1986年度の 20年間について定められた。 これら各作業級の

施業を以下順を追って述べる。

2-1-1 重硬材作業級

この作業級の聞積は 33，761haで，サングー伐採列区に 17，098ha，マタムリ伐採

列区に 16，663haとなっているo

これの作業種は，原則として，皆伐人工造林であるが，詳しく述べると，作業級の

うち ll，261 ha (うち workableは 10，485ha)は第 1分j羽 (1stperiodic block) 

に区分され皆伐人工造林作業を行い， 残りの 22，500haは第 1分期外 (unallotted 

periodic block)に区分され，当面は択伐天然更新作業としておき， 将来，再検討す

ると L、う流動的分期方式を採用している。

この作業級では，改良則 (conversionperiod)を 60年と している。

第 1分期編入林分における伐採，更新の方式は次のように定めている。
分期編入出‘積 (workableのみ)

。面積平分法により，年伐採許容面積 と 526ha 
20年

ただし機材，道路，施設等の不足により， 実際の年伐採指定面積は 102haと

少ない。

。収穫の第 1年目は，杭・ 柱材 (polecrops)用の中 ・小径木を伐採(pre-logging)。

。同第 2年目に，同所で製材用材 (timbertrees)のための大径木を伐採。

。向第 3年自に，問所て可燃材用と して残存木を伐採 (finalfelling)。

。最終伐採のあと， 地元住民 1世帯当たり平均 1.2 haの割合で，伐跡地で，地十tf

え.植樹と農作物の間作，すなわちタウンヤ方式として 2年前後のコパ作が行

われる。

この重硬材作業級の指定植栽樹稜(目的樹種)は次のとおりであるが，実行ではチ

ークが圧倒的に多い。

。チーク Tectonagrandis 

。メリナ Gmeli仰 arborea(ヤマネ)

。ガージャン Dψterocaγρusalatus (ヤン，チュテーノレ， アピトン， クノレイン)

。シビット Swintoniafloribunda (メノレノミウ， タウンタエッ ト)

なお， 天然林への 混交植栽樹種として， 次のものも推奨されている。チャプラッ

シュ， トゥーン (Cedrelatoona)， ダキジャム (Eugenia grandis)， チクラシア
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(Chukrasia tabularis)， パンスパタ (Podocarpus neriifolius)， テノレスーノレ

(Hopea odorata)， ボイラム (Anisopteraglabra)， チャンプ (Micheliacham 

paca) ，パラ ・メゴ、ニ，ピト ラジ (Amoorarohituka， A. wallichii)。また，外国樹種

の試験造林も指示している。

次に， 分期編入外林分は前述のように，除伐を伴う択伐 (selectionfelling com同

bined with improvement felling) と天然更新を当面の作業種としており， 回帰年

は 20年，各伐採列区の年伐許容面積は編入外林分総面積の 1/20としている。

2-1-2 軽軟材作業級

この作業級の面積は 16，672haで， サングー伐採列区に 8，149ha，マタムリ伐採

列区に 8，523haとなっている。

これの作業種は，重俊材作業級と同じで，原則として皆伐人工造林である。

改良期は，前記の重硬材作業級の場合よりも短く，半分の 30年としている。

この作業級では，約 2/3に当たる ll，268 haが第 1分期に区分され，輪伐期 (rota-

tion years)が 30年の皆伐人工造林作業が行われ， 残りの 5，404haは分期編入外

で，回帰年 20年の択伐(改良のための除伐を伴 う)天然、更新作業が行われる。

この第 1分期編入分での伐採，更新の方式は，前項の重硬材作業級のそれと同 じで

ある。ただし，植栽樹種(目的樹種)は次のような軽軟な早生樹と している。

。チャティアン Alstonia scholaris (プライ)

。ヵダム Anthoceρhaluschinensis (カランパヤン，カトアンパンカノレ)

。シムノレ Salmaliamalabarica， Salmalia insignis 

。ピタリ Trewia nudifloγa 

なお，外国樹種として，スラ ッシュマツ，イピノレイピノレ等の試験造林を指示してい

る。

第 l分期編入林分の年伐採許容面積は，分期編入面積(workableのみ)/20=527ha 

であるが，前と同様， 機材， 道路， 施設等の不足により， 実際の年伐採指定面積は

102 haと少なく している。

2-1-3 竹林作業級

この作業級の面積は 74，178haで， サンプ一流域に 32，976ha， マタムリ流域に

41，200 haとなっている。これらのうち，竹の純林は，サングーで 7，970ha，マタム

リで 16，439ha，合計 24，409haである。したがって，マタムリ竹純林伐採列区，同

竹混交林伐採列区，マタムリ竹純林伐採列区および同竹混交林伐採列区の 4つの伐採

列区から成る。

この作業級の施業方法は， 竹の収穫は 4年の回帰年で完熟した竹のみを抜き伐り

し， 完熟竹の一部と未熟竹を存置する。 この方法で年間，ha当たり 10トンの竹材

(乾材で)収穫を見込むことが出来ると している。

なお，この地域の竹の種類は 10種に達するが，主体となるのはム ーリー(Melocanna

baccifeγa)である。
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2-2 サル林の施業

パングラデシュのサノレ (gajari)林は， 現在， 約 100千 haで，内陵地のダッカ，

マイメンシン，ディナプーーノレ， コミラの各 forestdivisionに分布しているが，なか

でもマイメンシン地区に半分近くある。

これらサノレ林は，往時は内陵地帯に広く分布し，土侯の所有であったが，用材の伐

採，燃材の採取，放牧，不法開墾等によって急激に減少したものである o

第二次大戦後，サノレ林は国有化され，用材は 40年，燃材は 20年の伐期齢で収穫さ

れてきたが，現在は上述のようなサノレ林の減少を防止し，復活させるため，原則とし

て収穫作業は停止しサノレのJlfj芽や実生による増殖，マホガニー (Swieteniamacro 

ρhylla， Albi;:iaρrocera， トゥーン等を裸地に植栽してきている。

したがって，現在はサノレ林の槌伐に関する施業案は編成されていないので，いささ

か古いが， 1937年度から 1957年度の 20年聞を期間とする施業案を紹介することと

する。

この施業案は， ダッカの北方 7 インシンを中心とするサノレ林のボーワノレおよびアテ

ィア国有林を対象とするものである。

この施業案では ①ボーワノレ (BHOWAL)作業級 (workingcircle)， ②アラ イ

パラ (ARAIPARA)作業級，③ノン・ アラ イパラ.(Non-ARAIPARA)作業級の 3

つの作業級を設定しこれらの各作業級は，いずれも 2つずつの担当区をもって， 2 

つずつの伐採列区に分けられている(合計 6伐採列区)。いずれにおいても， 施業方

法は類似している ので， ここでは①のボーワノレ作業級の施業方法を 1例 として述べ

ることとする。

ボーワノレ作業級は，総面積 12，724haで， うち 12，228haはサノレ林， 109 haが裸

地， 387 haが非生産林となっている。この作業級は 82の林班から成っている。

この作業級の施業種は，古くは (1930年以前)，崩芽中林作業 (coppicewith stand-

ard system)であったが， これは明らかに失敗であったので， これを改め皆伐蔚芽

更新と した。また，実生稚樹による天然更新も補足的に期待することと した。裸地に

対しては，タウンヤ法(コパ作植林)によって順次植林する。雑木林については，皆

伐し|可様タウンヤ法で植林する。人工造林の場合，面積の広いところではサノレの播種

を，小面積のところではチークの根株苗や竹のさし木苗をもって値栽する。

輪伐期は 25年とする。 この理由は， サノレの主要用途で、ある丸柱材の直径(加工済

み)が 20cmであるのに対し，サノレは 25年の胸高直径が平均 33.5cm (皮っき)と

21 cm (心材部分)となることがサンフツレプロットの観察結果で明らかにされている

カミらで、ある。

この作業級の収穫規制は，面積平分法で， 30， 200 ha/25 (サノレ面積/輪伐JOJ)= 1，208 

haを年伐採許容面積としている。これは，第 1伐採列区 (SRIPUR阿古区)616 ha 

と第 2伐採列区 (RA}ENDRAPUR担当区) 592 haに分けられている。

裸地の 109ha V，こ対しては， これを 10年間で人工造林することを指定している。

すなわち，第 1伐採列区の裸地 87haは毎年 8.7haずつ，第 2伐採列lメ:の裸地 22

34 熱帯林業 No.7 (1986) 



haは毎年 2.2haす.つを人工造林するよう指定している。なお， この裸地および雑

木林の皆伐跡地への造林樹種と して，前述のサノレ，チークおよび竹のほか，土壌の適

地には， メリナ，チャプラッシュ，カイカ ー (Adinacordifolia)， ジャノレーノレ，ノ〈イ

ナ (Zanthoxylumbudrunga)を植えることを推奨している。

2-3 マングローブ林の施業

パングラデシュのマングロ ープ林は前述のように，ガンジス河口のデノレタ地帯に分

布しているが， これをベンカーノレ語で、 sundarbansと称している。 これの森林施業に

ついて，同名の SUNDARBANS国有林の施業案によって以下述べることとする。

この施業案は， 1960~ 1979 年度の 20 年間を期間として作られた SUNDARBANS

営林署管内国有林の施業案であって，この国有林の主要樹種であるスンドリ (sundri

Heritiera fomes)やゲワ (gewa:学名不詳)等の収穫保続を基本方針と して編成さ

れたものである。

この施業案の定める作業種は， 回帰年 20年の択伐作業で， 幼樹の間引き及び枯損

木の除伐を併せ行うものとしている。収穫対象木は地位によって次のように径級の下

限を定めている。

地位 1 絢高直径 29cm以上

地位 2 1/ 22cm以上

地位 3 1/ 19 cm以上

この国有林 (=作業級)の収穫規制方式は面積で規制 し，材積でチェックすること

とし年伐採許容量は 141，500m3 となっている。

第 1分期 (5年間)の伐採指定箇所の面積は約 36，000ha，年平均で約 7，200haで

あるので， 上記の年伐採許容量は ha当た りにすると 20m3弱である。

なお，前述の「幼樹の間引き」とは， 天然生の胸高直径 10cm以下の幼樹が密生

している箇所に対して行う間引きで，次のような規準を定めている。

DBH ・ 5cm のもの， 最大 120~ 180 本/加 を除去する

1/ ・7cmのもの 11 60本jha // 

H ・lOcmのもの 11 25~30 本jha 11 
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